


“英語が初めて”から、“自分の意見
を英語で話せる” ６つのステップで

• Step① 1カ月目から2か月目の目標

• 教室で使う英語表現、ボキャブラリー、アルファ
ベットの文字など基礎を固めます。

• Step②3カ月目～4カ月目の目標

• Q&Aの文型にチャレンジ。ボキャブラリーの数を
増やし、様々な事柄について話す力を。

• Step③5か月目～6カ月目の目標

• リーディング前の一歩として、ダイアログや歌、チャ
ンツなど、英語を読む機会を楽しみながら♪
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• Step④7か月目～8カ月目の目標
• この段階より初歩的リーディングスタート、サイ

トワード（見てすぐに認識できる単語：名詞、
前置詞）に注目する力を育みます。

• Step⑤9カ月目～10カ月目の目標
• リーディング（使用頻度の高い動詞、前置詞、

冠詞）で文型を認識する力を深めます。
• Step⑥11カ月目～12カ月目の目標
• 三人称単数や現在進行形などの導入を行い、

会話力のスキルアップを目指します。
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• 【生徒様全員に配布】

• 1)Student BOOK（教科書）

• 歌やチャンスも豊富なカラフルな教材になります。

• 2)WorkBook（問題集）

• 学びの確認に使用します。

• 3)CD-ROM

• 学習したボキャブラリーや文型などを復習するゲーム構成。

※1)2)3)とも、生徒様専用のロッカーで

教室にて保管し、レッスンじに使用します。

4)ICCレッスンファイル

外国の食事や遊びを学んだ後に、感想を英語で

まとめる英作文ファイルです。



毎回のレッスンの流れ

1.ウォームアップ（導入）

2.ダイアログ導入と練習

3.ゲームを使ったアクティビティ

4.発展練習、グループ練習

5.その他教材とのリンク（ICC)

シラバス（教育機関）

教育目標と時間配分
Week 1 Week 2 Week 3

●アルファベットと
単語の理解

A～Zの発音練習、身近な英単語30語）
（A-Ant 蟻, B-Ball ボール等、発音練習

単語への関連付け）

●新学期に使う会話
今月の目標（お友達を作る、仲良くなるための

フレーズを身に着けよう）

お名前を聞く
自己紹介

教室用語
お気に入りの
遊び/おもちゃ

伝える

What’s your 
name?
I’m～..

Standup/do
wn.

A jump 
rope/ball

Phonics（フォニック
ス）・その他アクティビ

ティ

・歌を歌おう♪
（The Alphabet Song Aa-Zz)

・読本（Dolphin readers）
・ICCグローバル知識

（インドや中国の入学式は？
ランドセルはあるの？）
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①テキストの受取り
初回体験レッスンの受講記録を基に、使用するテキストを選定・ご自宅へ郵送します。

②クラスルーム連絡チャットの登録
レッスン前に担当教師（外国人講師と日本人チューター）から届くChatwork登録
スクールと保護者の連絡用のチャットグループとなります）のリクエストを承認してお待ち下さい。

③クラスルームIDの受取り
レッスンスタートまでに、Zoom URLをご案内いたします。
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①楽しい！を、カリキュラムに沿った指導とともに。
導入からテキストに沿った練習、アウトプットによる反復練習、Workの宿題♪

英語教育実績10年、「外国人講師」＋日本人チューターでしっかり、
安心のオンラインレッスンを実施させて頂きます。
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Let’s Go1～6

(中級）

CEFR A1-A2レベル

25分/週1回

入会金11,000 +

5,800円／月

Let’s Begin

(初級)

15分/週1回

入会金11,000 +

3,900円／月

Native 
Communication

（上級）

CEFR B1-B2レベル

25分/週1回

入会金11,000 +

6,900円／月

無料体験
レッスン実施中

１対１
マンツーマン体制で

じっくり おしえます

開講記念キャンペーン中!
キャンペーン期間 2021年6月28日（月）～7月26日（月）

いまなら3大特典付き!

お友達紹介
初月お月謝半額

テキスト代10%OFF

入会金無料
ほかにもお得な特典が…？
体験レッスンでご確認ください

※ CEFR(各レベル)の説明は、次ページにて参考資料添付しています。



8

外国語を学習している人の言語運用能力を客観的
に示すための国際標準規格。「CEFR」とは
「Common European Framework of 
Reference for Languages」の略語で、ヨーロッ
パ言語共通参照枠ともいう。学習している言語を用
いて「何ができるか」を6段階のレベルに分けて表して
いる

※出典：文部科学省ホームページ
(https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/03/__icsFiles/afieldfile/2019/01/15/1402610_1.pdf


